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AI/ロボット・データ等を活⽤し、施設内の環境変化を予測して、適切な栽培管理を
⾃動で⾏う⽣産システムを開発します。

AIによる植物体群落画像解析データを基にした温室内作物管理
様々な環境条件下において栽培した作物（トマト）に関するAI学習のための画像教
師データセット作成とそれを活⽤したAI温室管理システムの開発

・施設園芸⽣産現場における多様な作業の⾃動化を実現
・温室作物の⾃動⽣育診断技術（⽣育状況、病害発⽣、収穫予測

品質予測）を実現
・施設内気象予測技術による環境制御技術の実現と⽣産性向上
・海外も含めた広域⽣産拠点における⾼収量・⾼品質⽣産のための

省⼒・遠隔管理技術を実現
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1. トマト植物体各器官の

セグメンテーションデータセットを作成

元画像 腋芽 果実 花 葉 茎 生長点

①植物体群落画像データを基にした植物体
葉⾯積指数（LAI）⾃動計測技術の実現

②植物体における開花・着果・収穫
果実位置の画像認識

デジタル画像上からの植物器官⾃動認
識の実現（例︓成⻑点ならびに果実の
位置情報検出）

RMSE︓0.3以
下でのLAI推定

③植物体の異常（⽣理障害・病害・害
⾍発⽣）に関する⾃動検知

AIによる植物体群落画像
全体からの特徴抽出

教師データとの照合による植物
体異常の検出および媒介昆虫の
発生状況，気象情報などを基に
した病害発生リスク評価

写真撮影エリアにおける予防措
置の実施／その後の観察と病徴
の有無確認

適正な農薬散布による生産物の
収量および品質の向上

気象予測データによる植
物体“結露”の発生予報等

デジタル画像上からの植物
器官⾃動認識ならびに群
落構造解析結果を基にし
た、⽣理障害や病害の判
定システム開発

①植物体群落画像データを基にした植物体葉⾯積指数（LAI）⾃動計測技術の実現
②植物体における開花・着果・収穫果実位置の画像認識
③植物体の異常（⽣理障害・病害・害⾍発⽣）に関する⾃動検知

⽬標︓

研究成果
・区分け画像推定装置、区分け画像推定⽅法、機械学習装置、及び機械学習⽅法（特会2023-032096）
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AIによる完全⾃動トマト栽培技術を実現
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